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専門分野
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研究課題

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本文化人類学会、日本南アジア学会、「宗教と社会」学会、観光学術学会

・インド西部ゴア州における多言語状況の文化人類学的研究
・大衆演劇ティアトル（インド・ゴア社会）のインド近代演劇発展史および大衆文化の
系譜における位置づけに関する研究
・マルチメディア（特にデジタル・ストーリーテリングの手法）を利用した地域社会理
解・発信の実践に関する方法論研究

　大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻　博士号（人間科学）（2006年3月）

　博士（人間科学）

　文化人類学、南アジア地域研究

最終学歴

授業科目

学部担当科目

・世界遺産社会学特殊講義（前期）
・世界の民族誌（前期）
・社会学演習Ⅰ・Ⅲ
・奈良文化論（前期　2011年5月21日「大和郡山、金魚でつながる
人と町」担当）

　【研究上の特記事項】

①　平成23年度科学研究費補助金（若手研究（Ｂ））「インドのナショナルな大衆文化
の系譜と演劇にみる地域的想像力の展開－ゴアの場合」研究代表者

②　平成23年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））「湾岸諸国における外国人労働
者：「多外国人国家」における共生・分断モデルの構築」研究分担者

③　国立民族学博物館共同研究「グローバリゼーションの中で変容する南アジア芸能の
人類学的研究」研究代表者

④　大学共同利用機関法人人間文化研究機構　地域研究推進事業「現代インド地域研
究」国立民族学博物館拠点　拠点共同研究員

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・



　【学内活動】
（学内職歴を含む）

情報処理センター運営委員、ネットワーク委員会委員、総合研究所運営委員会委員、紀
要編集委員会委員、奈良大学地域連携教育研究センター運営委員（地域連携部門長）、
広報委員、ホームページ委員、社会調査学科公開講座委員、男子バスケットボール部顧
問、バスケットボール・サークル顧問、ユニセフ・ボランティアサークル顧問（全て前
期のみ）

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

①　奈良大学地域連携教育研究センター事業2「学生企画・地域交流ネットワークづくり
とマルチメディアによる情報発信」主担当者として平城小学校・平城公民館と連携した
学生の活動を支援した。

②　大和郡山市で「金魚に学ぶクリエーション」を実施しているグループ、K-Poolプロ
ジェクトと連携し、全国金魚すくい選手権大会の会場で「金魚で？お絵描き教室」を開
催した。

③　3年生ゼミにおいて、デジタル・ストーリーテリング作品製作の指導を行った。

①　奈良県立西の京高等学校「地域創生コース」奈良大学特別講義「「生きられた経
験」に向き合い、より良い社会を作るための調査方法―フィールドワーク―」（平成23
年5月19日）を担当した。

②　社会学部社会調査学科　公開講座「夏の夜話2011」「メディア社会の中で物語を共
有する新しい方法―デジタル・ストーリーテリングの可能性」（平成23年7月29日）を担
当した。

③　学生による平城小学校・平城公民館の活動支援のコーディネートを行った。
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③「南アジアにおけるグロー
バリゼーションの作用を芸能
にみる」

2012年3月 『民博通信』
No.136: 26-27。

松川が研究代表者を務める国立民族
学博物館共同研究「グローバリゼー
ションの中で変容する南アジア芸能
の人類学的研究」研究内容の紹介。

①「グローバリゼーションと
南アジア芸能の実践者たち」

2012年2月
『月刊みんぱく』
2012年2月号：10-
11。

松川が研究代表者を務める国立民族
学博物館共同研究「グローバリゼー
ションの中で変容する南アジア芸能
の人類学的研究」の紹介。

②「地域連携活動における地
道な努力と少しの楽しみ―奈
良大学地域連携教育研究セン
ターの3年間の活動を中心
に」

2012年3月

京都文教大学人間学
部文化人類学科企
画・監修『大学間連
携研究会報告書　文
化人類学のフィール
ドワーク教育と大学
の地域連携活動』、
40-53。

大学間連携研究「フィールドワーク
教育と地域連携活動」（京都文教大
学）の研究会（2010年5月23日）に
おいて発表した報告がテキスト化さ
れたものである。

2011年6月

発行又は
発表の年月

INDAS
International
Conference 2011
“ Media and Power
in Contemporary
South Asia ” at the
National Museum of
Ethnology (paper
read by another
participant, Suita,
Japan)

2011年12月

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

（その他）

②"Local Theatre and
Other Media: the
Case of Tiatr  in Goa, India"

①「舞台を介した故郷とのつ
ながり―インド・ゴア社会、
ティアトル劇の複数メディア
による展開」

①「デジタル・ストーリーテ
リング（DST）を利用した地
域文化の理解・発信に向け
て: 奈良の事例を中心とし
て」

（学会発表）

インド、ゴア社会のキリスト教徒の
あいだで主に演じられ、観賞される
ティアトル劇は、移住先コミュニ
ティの人々のために劇団が出張公演
することも多い。ティアトル劇にお
けるプリント・メディアの利用か
ら、最近のCD、VCD、DVD、イン
ターネットなどのメディア利用の変
遷について考察を行った。

インド、ゴアの演劇ティアトルは、
社会における問題を物語のテーマと
して扱うことが多い。ここ数年、連
続殺人鬼や政治家の愛人の自殺と
いったセンセーショナルな話題を扱
うようになっている。テレビや新聞
などのマスメディアでの報道ととも
に、舞台上で事件を再現すること
で、ティアトルが一種のメディアと
して機能していることを指摘した。

『総合研究所所報』
vol.20：45-62。2012年3月

デジタル・ストーリーテリング
（DST）とは、デジタル写真、動画
をパソコン上で編集し、自分で作っ
たナレーションを自身の声で録音し
て作成する2～5分程度の自分物語の
動画である。ワークショップ形式で
行われるDST実践の歴史をまとめ、
松川がゼミで実施してきた、地域文
化の理解・発信におけるDST活用の
経験について考察を行った。

文化人類学会第45回
研究大会（於 法政
大学、東京）
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